














け、2018 年末には 273 万 1,093 人と、過去最高を突破したという。なかでも、
留学生数は 33 万 7,000 人（全体の 12.3％）に上る。国別では、中国人留学生




結ぶことは、異文化適応を促進する上で重要であるが（Church, 1982; 小松, 
2016; Pavel, 2006）、実際には、大学キャンパス内での留学生の交友関係は、
同国出身者に偏りがちであり、ホスト側の日本人学生との間には交友関係が
構築されにくいという報告が多数見出される（e.g., 石倉・吉岡, 2004; 戦, 
2007; 国際化推進協会, 2016）。 
 異文化間接触の障壁となる要因の 1 つに、ステレオタイプが挙げられる
（e.g., Brislin, 1988; Jandt, 2001; Lebedko, 2014; Rodgers & McGovern, 2002）。一
般に、外集団に対してネガティブなステレオタイプを抱くほど、外集団メン
バーとの相互作用に対する不安や脅威が喚起され（e.g., Brislin, 1988; Gordijn, 




1) 本研究の一部は、日本社会心理学会第 60 回大会で発表された。 








反応を生じやすくすることが指摘されている（Macrae, Bodenhausen, Milen, & 





的努力（e.g., Galinsky & Ku, 2004; Galinsky, Ku, & Wang, 2005; Galinsky & 
Moskowitz, 2000; Vorauer, 2013）のことを指す。 








（Galinsky, Ku, & Wang, 2005）ことで、自己（のポジティブな属性）がターゲ
ットやターゲットの所属する外集団全体に投射される（社会的投射）ためで
あるとされる。 
 集団間態度に及ぼすこうした PT のポジティブな効果を報告している研究
は多いが（e.g., Galinsky et al., 2005; Shih, Wang, Trahan, Bucher & Stotzer, 2009; 
Todd, Bodenhausen, Richeson & Galinsky, 2011; Vescio, Sechrist & Paolucci, 2003）、
一方で、近年では、PT が常にステレオタイプや偏見の低減に貢献するわけで
はないことも明らかになってきた（for review, Vorauer, 2013)。 













い（e.g., Berndsen, Thomas, & Pedersen, 2018; Bruneau & Saxe, 2012; Mooijam & 
Stern, 2016; Pornprasit & Boonyasiriwat, 2018; Skorinko, & Sinclair, 2013; Tarrant, 
Calitri, & Weston, 2012; Vorauer, Martens, & Sasaki, 2009）。 
 Backfire を生じさせる理由としては、例えば、「外集団メンバーは自分たち
のことを悪く評価するのではないか」という自己への評価懸念（Voraure, 2013; 
Vorauer & Sasaki, 2009）や自己の目標追求に対する脅威（Mooijam & Stern, 
2016）、認知者の PT 方略の違い（Vorauer & Quesnel, 2013; Vorauer & Sasaki, 
2014）や内集団同一性の強さ（Pornprasit & Boonyasiriwat, 2018, Tarrant et al., 









 また、本研究では、併せて、認知者（実験参加者）がどのような PT を行
ったのか、その方略／様態の違いの影響についても探索的に検討する。 
 Vorauerら（e.g., Vorauer, 2013; Vorauer & Quesnel, 2013; Vorauer & Sasaki, 2014）










異が見出されなかったとする報告も散見され（Davis, Soderlund, Cole, Gadol,  






 通常の実験手続きでは、自己想像的 PT、または他者想像的 PT のいずれか
一方に関する教示を行い、実験参加者に、当該方略を採るよう求めるが（e.g., 
Vorauer & Quesnel, 2013; Vorauer & Sasaki, 2014）、こうしたやり方では、参加
者自身は方略の違いをはっきりとは区別出来ず、その結果、方略による差異

























を測定するための評定項目を作成した。本実験とは異なる 38 名（男性 9 名、
女性 29 名）の調査参加者に、中国や中国人に関するイメージ調査の研究等














と有意に異ならなかった 14 の性格特性語（ネガティブ特性 8、ポジティブ特
性 6）をステレオタイプ無関連項目として選出し、ステレオタイプタイプ測



















 外集団メンバーの提示 次に、「調査 2」と称し、ターゲットとなる一人






























てはまる（6)」～「全くあてはまらない（1)」の 6 段階で評定を求めた。 







課題に要した時間は約 15 分間であった。 
 外集団に対するステレオタイプ測定 「調査 4」と称し、「中国人留学生」
に対するステレオタイプの測定を行った。具体的には、予備調査で選出した
ステレオタイプ測定項目 5 項目を含む 19 個の性格特性について、「非常にあ
てはまる（7）」～「全くあてはまらない(1)」の 7 段階で評定してもらった。 
 外集団メンバーへの接近欲求の測定 中国人留学生に対する接近欲求につ
いて測定するため、6 項目（逆転項目 2 項目を含む）から成る接近回避尺度



















 実験参加者のうち、中国語学科所属の実験参加者 10 名は、反応に偏りがあ
る可能性が考えられたため、分析から除外した。また、操作チェックの結果、
PT への関与度が不十分であったと思われる者（6 段階評定中、評定値が 2 以
下の者）4 名を除外し、95 名を分析の対象とした。なお、操作チェック（PT
への関与度）の値について、PT 条件とコントロール条件別に平均値を算出し、









 5 個のステレオタイプ測定項目について、PT 条件とコントロール条件別に


















社会的投射（social projection）研究において使用されており（e.g., Clement & 
Krueger, 2000; Otten & Wentura, 2001）、自己の属性／特性をどの程度他者に
投射するか、そのオーバーラップ／類似性の程度を示す指標の 1 つとされる。
β 係数の平均評定値を条件毎に算出し（Table 1）、Z'値変換後の値について





















ステレオタイプ化  5.14 (0.95)      5.03 (0.84) 
外集団との類似性認知（ β） .02 (0.28)   .03 (0.35) 


























像的 PT への関与が低い者」（以下、自己想像的 PT 低群）として分類した
（22 名）。 
なお、PT への関与度（操作チェック）について、群間で t 検定を行ったと
ころ、自己想像的 PT 高群（M=5.41）の方が低群（M=5.00）よりも評定値が
高い傾向が見出された（t(47)=1.82, p<.10）。 
 (2)PT 方略の違いによる影響について 
 次に、PT 方略の違いが外集団に対するステレオタイプ化、類似性の認知、
接近欲求のそれぞれに及ぼす影響について検討するため、各指標の平均値を
自己想像的 PT の高群、低群毎に算出し（Table 2）、それらの値について、































 接近欲求についても同様に、自己想像的 PT 高群と低群における平均評定





 自己想像的 PT 
 高群（n=27） 低群（n=22） 
ステレオタイプ化 5.43 (0.78) 4.79 (1.04) 
外集団との類似性認知（ β） -.06 (0.24)    .12 (0.29) 




























レオタイプ低減に寄与するという結果を得ているものもある（e.g., Todd at al., 
2011; Vorauer & Sasaki, 2014）。こうした違いは、なぜ生じたのだろうか。 
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